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Project 

⑱ 
地域協働専攻 

地域政策グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

HUEレインボーはこだてプロジェクト 

【メンバー】 [学   生 ] 太田 有紗 / 岡沢 彩花 / 金澤 亜由美 / 富樫 伊織 / 林 絢 

[担当教員] 古地 順一郎 

 

【背景】 

現代社会では、性的少数者が差別や偏見にさらされてしまっている状況にある。このような状況を改善して

いく啓発活動が求められている。また、今年度は函館市がパートナーシップ宣誓制度の導入を検討した一年

であったため、同制度の趣旨や意義について、市民の理解を促進することが求められていた。 

 

【目的】 

性の多様性を知ることで、誰もが自分らしく暮らし、自己実現できるような地域をつくる。 

 

【概要】 

HUEレインボーはこだてプロジェクトは、函館市内の任意団体である「レインボーはこだてプロジェクト

（RHP）」と共に、性的少数者が差別や偏見に苦しむことなく、自分らしく暮らし、自己実現出来るような地域づく

りに取り組む。そのなかで、主にRHP主催の「虹をはいて歩こう」や函館市女性会議主催の「はこだて防災マ

ルシェ」、HUE RHP主催の「レインボーはこだてシアターvol.３」等の啓発活動の実施に関わった。 

【プロセスと成果】 

前期は、性的少数者に関する映画鑑賞やワークショップ、「函館市パートナーシップ制度検討委員会」の傍

聴等を通じて、性的少数者が置かれている状況やパートナーシップ制度についての知識を深めた。また、 

RHPが函館蔦屋書店で開催する啓発イベント「虹をはいて歩こう」に向けて、パートナーシップ制度に関する動

画を作成した。さらに、函館市女性会議が開催する「はこだて防災マルシェ」において、災害時に性的少数者

が抱える困りごとを説明するポスター展示を行った。 

後期は、１０月に函館市長とのタウントーキングに参加した。さらに、「虹をはいて歩こう」を開催するととも

に、「はこだて防災マルシェ」にも出展した。その後、「函館市パートナーシップ制度意見交換会」への参加や、

北丸雄二氏著書の『愛と差別と友情とLGBTQ＋』を講読し、２月に開催する「レインボーはこだてシアターvol.

３」の準備を行った。「レインボーはこだてシアターvol.３」では、第１部に映画『ジェンダー・マリアージュ』上映

会、第２部に北丸雄二氏による講演会を行った。 

１年間の活動を通して、地域の方々と交流することができた。そして、我々のみならず地域の方々が性の多

様性を知り、理解を深める機会を増やすことができた。また、函館市の施策（函館市パートナーシップ宣誓制

度）に関心を持ち、自ら学習することができた。 

 

 

 

 

 

 
【「虹をはいて歩こう」の様子】 【「防災マルシェ」の様子】 【「レインボーはこだてシアター」の様子】 
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【総括と反省・今後の課題】 

HUE RHPとして活動していく中でイベントの準備、運営などを通してRHPメンバーの方々と協働することがで

きた。そしてイベントを開催することによって、自分たちが性の多様性について知り、地域の方々にも多様性に

ついて理解を深めていただく機会を作ることができた。 

また、函館市のパートナーシップ制度という施策に関心を持ち、パートナーシップ制度についての動画づくり

などを通して、自ら学習することができた。 

反省点は、まずスケジュール管理が不十分であった点。イベント当日までにやっておかなければいけないタ

スクをリストアップし、周囲のRHPメンバーなどに確認を取ることが大切である。昨年度のHUE RHPメンバーか

らの作業内容の引き継ぎがあまり上手くいかなかったり、自分たちが何をやっているのかが協働先であるRHP

メンバーの方々に見えなかったりした分、不安にさせてしまうことがあった。今後はイベントの実施計画書やス

ケジュール等はRHP全体で見ることができるところで作成し、修正点なども積極的に聞くなど、連携をとるため

に他人に頼ることも大切だと感じた。 

また、イベントの前には入念にリハーサルを行っておくことが重要である。 

反省点をふまえ、今後の課題はまず後輩への引継ぎを徹底する。実際にイベントを体験した自分たちだか

らこそわかる事や、自分たちがこの１年間の活動でわからなくて困ったことを後輩に伝えることで来年度の活

動を円滑に進められる手助けにしたい。また、現在函館市で話が進んでいるパートナーシップ制度の導入に

ついて、今後どのように運用されていくのかを知ることも大切である。 

１年間、イベント等の活動を通して性的少数者の方の生きづらさなどを知ることができた。これからの生活

や授業でも、学んだことを活かして活動をしていきたい。 

【地域からの評価】 

イベントを通して、地域の方々に性的少数者に関

わる基本的な知識や、函館市が導入を検討するパ

ートナーシップ制度に関する知識を深めてもらうこと

が出来た。また、性的少数者が災害時にどのような

点に困るのかを知ってもらい、何ができるのかを考

えてもらうことで、より多くの人が暮らしやすい地域

づくりのきっかけとすることができた。そして、地域の

方々に結婚をする権利や、愛とは何か、函館市で実

施されるパートナーシップ宣誓制度について考えて

もらうことができ、また講演会ではこれまで性的少数

者が受けてきた差別の歴史について学んでもらうこ

とができた。 

RHP の方々からは、このプロジェクトで学んだこと

や経験を活かし、これからも積極的に多くのことを学

んでいってほしいとのお言葉をいただいた。 

 

【その他】 

年間スケジュール 
前

期 

4月13日 第1回 オリエンテーション 

4月20日 第2回 映画鑑賞 

4月27日 第3回 映画鑑賞 

5月11日 第4回 映画鑑賞 

5月18日 第5回 映画鑑賞 

5月25日 第6回 原ミナ汰さんによる 

LGBTQ＋と防災に関わる勉強会 

6月 8日 第7回 「函館市パートナーシップ制度

検討委員会」について 

6月15日 

～8月 3日 

第8～14回 イベント準備 

後

期 

10月 5日 

～10月12日 

第1～2回 イベント準備 

10月16・17日 「虹をはいて歩こう」 

10月26日 第3回 イベント反省会 

10月31日 「防災マルシェ」 

11月 2日 第4回 イベント反省会 

11月 9日 第5回 イベント準備 

11月16日 

～12月21日 

第6～10回 イベント準備・文献講読 

1月 4日 

～2月 1日 

第11～15回 イベント準備 

2月12日 「レインボーはこだてシアター」 

 


